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市民の笑顔が広がる　南九州のリーディングシティ



５ MAY 2023 ＣＯＮＴＥＮＴＳ

本市ゆかりの選手らに声援

受け継がれる伝統文化を児童らが披露

高校生が10年後の都城の姿を考える

３月９日～ 22日

３月12日

３月14日

子どもらの健やかな成長を願って、庄内川の堤防
に今年も150匹のこいのぼりが掲げられました。春
風に乗って悠々と泳ぐ色鮮やかなこいのぼりを、今
年も多くの家族連れが見に訪れていました。

悠々と空泳ぐ150匹のこいのぼり

今月の表紙 ＣＯＶＥＲ

	 まちの話題
	 できていますか？災害への備え
	 ますます便利でお得！なマイナンバーカード
	 ５月は全国消費者月間です！
	 知ってください、国保のこと
	 最近おなかが出てきたけど、それ、メタボ？	
	 あなたらしい暮らしを社会全体で支え合う
	 介護保険制度
	 災害時に支援が必要な人の名簿を作成しています	
	 スマホにマイナンバーカードの電子証明書機能が搭載／
	 安全で快適な道路環境づくりに協力ください
	 	知っていますか認可地縁団体／政治家の寄付

は禁止。有権者が求めることも禁止。
	 	防犯対策は、できていますか／４月１日から温

泉施設は民間事業者により運営されています
	 	スマートフォンなどの使い方講座／
	 ５月12日は民生委員・児童委員の日
	 祝！金婚／５月は赤十字運動月間です！
	 都城盆地の地下水や河川水質を守りましょう
	 	INFORMATION（市からのお知らせ）／令和５年

度も、コロナワクチン接種は「無料」で継続します！
	 	国際交流員のひとりごと／安全・安心情報／

読者のお便り
	 企業の力／今月の読者プレゼント
	 美術館情報／歴史探訪／都城島津伝承館だより
	 Let’sみやこんじょい／おすすめ図書／
	 まちなかdeわくわく
	 都城フィロソフィ／届けたい都城の風景／
	 私の夢／現住人口／編集後記
	 	中山間振興×デジタル化推進シンポジウム／	

広告

WＢＣで世界一に輝いた侍ジャパン。本市は、ま
ちなか広場などでパブリックビューイングを実

施し、訪れた来場者らが本市ゆかりの山本選手や戸
郷選手、周東選手らにエールを送りました。

山之口麓文弥節人形浄瑠璃資料館で定期公演が
開催されました。本公演では、麓小学校の児童

らが伝承活動として５月から練習に励んできた演目「出
世景清~大仏殿普

ち ゅ の た て

請の段」も上演されました。

３月12日に開催された「『こんなの、どう？』都城
summit2023」を企画・運営した都城商業高校

の生徒らが、池田市長に開催を報告。10年後の都
城の姿について市長と熱い意見を交わしました。
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まちの話題 in M i y a k o n o j o

３連覇を達成！県広報コンクール

地域と連携した植栽活動で彩り添える

地域の拠点！山之口総合センター完成周東選手が都城メンチをPR！

市内郵便局との連携で市民サービス向上

４年ぶりに開催！都城弓まつり

３月17日

４月５日

３月26日４月８日

３月27日

3月25日・26日

令和５年県広報コンクールの表彰式が、県庁で開
催されました。本市は広報紙部門で３年連続の

特選を受賞。目を惹
ひ

くデザインなど簡潔で分かりやす
く表現されていると高い評価を得ました。

道の駅都城N
ニ ク ル

iQLLのリニューアルオープンに合わ
せ、敷地内の植栽を実施。デザインを南九州大

学学生の小松時也さんが担当し、学生や地域住民と
ともに来客を迎え入れる彩りが添えらえました。

山之口地区公民館と勤労福祉センター、総合支所
を複合化した山之口総合センターの落成式を開

催。池田市長は「地域の拠点として、住民の皆さんに
愛される施設にしたい」とあいさつしました。

ソフトバンクホークスの周東佑京選手に都城メンチ
PR大使を委嘱。周東選手は「都城のメンチはと

てもおいしいので、ぜひ食べていただきたい」と大勢
集まった報道陣に対し早速PRを行いました。

市内郵便局と本市は、地域の課題解決や経済活性
化のため包括連携協定を締結。マイナンバーカー

ド関連事務などで連携してきた関係性がより強力にな
り、さらなる市民サービスの向上を図ります。

都城弓まつり全国弓道大会が、早水公園体育文化
センターで開催され全国から約2200人が参加。

静かな会場には張り詰めた空気が漂い、的を射る音
が響き渡っていました。
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近
年
、
国
内
で
は
台
風
や
集
中
豪
雨
に

よ
り
浸
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
し
、

甚
大
な
被
害
が
で
る
事
例
が
増
え
て
い
ま

す
。
本
市
で
も
昨
年
９
月
、
台
風
14
号
に

よ
り
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
災
害
が
発
生
し
や
す
い
時
期

を
迎
え
ま
す
。
都
城
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
収

集
の
方
法
、
災
害
時
の
連
絡
先
な
ど
を
把

握
し
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着

い
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23‒

２
１
２
９

早
め
の
情
報
収
集
が
大
事

災
害
時
は
、
防
災
行
政
無
線
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
防
災
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ま
た
、
宮
崎
県
防
災
・
防
犯
情
報

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
宮
崎
地
方
気
象

台
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ヤ
フ
ー
防
災
速
報
な
ど
で
も
、
命
を
守
る

た
め
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
、
気
象
に
関
す
る
情
報
を
入
手
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
の
情
報
収
集
に
役
立
つ
、

主
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど

◉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
避
難
情
報
や
避
難

所
の
開
設
状
況
な
ど
を
発
信
し
ま
す

◉
宮
崎
県
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス　
防
災
や
防
犯
、

消
防
、
火
山
、
台
風
な
ど
、

希
望
す
る
情
報
が
登
録
者
に

メ
ー
ル
で
配
信
さ
れ
ま
す

◉
宮
崎
地
方
気
象
台
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
今
後
の
雨
雲
の
動
き

や
自
治
体
ご
と
の
警
報
・
注

意
報
発
令
状
況
な
ど
を
確
認

で
き
ま
す

◉
ヤ
フ
ー
防
災
速
報
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
ア
プ
リ　
希
望
す
る
災
害
情
報
な
ど
の

通
知
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

◉
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
・
防
災
ア
プ
リ　
最

新
ニ
ュ
ー
ス
や
防
災
情
報
を
入
手
で
き
ま

す日
頃
か
ら
防
災
マ
ッ
プ
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
も
し

も
の
時
す
ぐ
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
あ
ら

か
じ
め
土
砂
災
害
や
洪
水
な
ど
の
危
険
箇

所
を
把
握
し
、
避
難
所
や
避
難
経
路
な
ど

を
確
認
す
る
な
ど
、
事
前
の
備
え
が
必
要

で
す
。

市
で
は
、
令
和
４
年
２
月
に
「
都
城
市

総
合
防
災
マ
ッ
プ
」
を
改
訂
し
ま
し
た
。

住
ん
で
い
る
地
域
に
ど
の
よ
う
な
災
害
の

恐
れ
が
あ
る
か
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※�

防
災
マ
ッ
プ
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き

ま
す

地 震 ・台 風 ・大 雨 ・土 砂 災 害

で き て い ま す か ？
災害への備え

◆消防・救急は119番　◆警察は110番

◆避難所に関すること 地域振興課　☎23-7146 ◆停電に関すること 九州電力送配電㈱都城配電事業所
☎0120-986-705

◆水道の断水に関すること 上下水道局　☎23-4510 ◆道路の被害 維持管理課　☎23-2752

◆�側溝・排水路などの氾濫
に関すること 維持管理課　☎23-2752 ◆�田畑の土手崩れに関する

こと 農村整備課　☎23-2981

◆�災害全般・り災証明に関
すること 危機管理課　☎23-2129 ◆�浸水家屋の消毒に関する

こと 環境政策課　☎23-2130

◆�災害時のごみ出しに関す
ること 環境業務課　☎24-5560 ◆�災害で発生したごみの処

理に関すること 環境施設課　☎23-3319

◎災害時の連絡先　
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避
難
所
に
Ｗ
ｉ - 

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備

　
市
で
は
、
一
次
避
難
所
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

環
境
を
整
備
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
ケ
ア
避
難

所
構
築
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
設
置
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
情
報
収
集
や
避
難
所
で
の
受

け
付
け
の
簡
素
化
、
混
雑
状
況
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
把
握
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

避
難
所
開
設
時
は
誰
で
も

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
が
利
用
可
能

　

避
難
所
開
設
時

は
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
避
難
者
の

皆
さ
ん
に
開
放
し

ま
す
。
安
否
発
信

や
情
報
収
集
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

※�

現
在
、
市
内
の
一
次
避
難
所
の
う
ち
、

令
和
５
年
４
月
１
日
に
一
次
避
難
所
に

指
定
し
た
五
十
市
地
区
体
育
館
は
、
夏

ご
ろ
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
整
備
予
定
。
そ
の

他
の
全
て
の
一
次
避
難
所
は
令
和
４
年

度
ま
で
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
整
備
済
み

避
難
所
の
混
雑
状
況
が
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
可
能
に
！

　
避
難
所
混
雑
状
況
確
認
サ
イ
ト
「
ポ
ケ

コ
ム
」
で
避
難
者
の
人
数
や
混
雑
状
況
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き

ま
す
。

メッセージ

２つの心理を踏まえ
相談できる
関係づくりを

災害時に素早い避難行動が取れる人は多くあり
ません。身の危険を感じた時に、安全な場所に逃
げるための一歩が出なかったという人がたくさん
います。

緊急時に合理的、客観的な判断ができない心理
的理由は２つあります。１つ目は、人間は予期せ
ぬ出来事や初めての経験に対して過剰に反応しな
いよう鈍感にできているためです。それゆえ、自
分に都合の悪い情報を無視したり、そんなひどい
ことにはならないだろうと過小評価したりする傾
向があります。

２つ目は、人間には本能的に楽に生きたいとい
う思いがあるためです。それゆえ、人は自分に都
合の良い情報ばかり無意識に集めたり、自分が正
しいと思うことを肯定してくれる情報ばかり集め
たりする傾向があります。

災害時には、この２つの心理が危険を察知する
タイミングを惑わせ、しばしば甚大な被害につな
がります。まずは、心の奥でこの２つの心理が働
くことを認識し、周りの人に思い切って相談した
り、教えたりできる関係をつくるのも防災・減災
の第一歩です。

　持ち出し品の一例です。必要に応じ準備し
ておきましょう。

□３日分の飲食物
　非常用食料、ミネラルウォー
ターなどの飲み物、使い捨ての
紙皿や紙コップ、割り箸

□貴重品
　財布、現金、通帳・印鑑、ク
レジットカード、健康保険証、マ
イナンバーカードや運転免許証な
どの本人確認書類

□薬・衛生用品
　服用中の薬、お薬手帳、マスク、
体温計、消毒液、歯磨き類、ティッ
シュ類、生理用品

□衣料品
　下着、Ｔシャツ、トレーナー、 
ジャージやスウェットの上下、長
めの靴下、スリッパ、スニーカー、
軍手、タオル

□赤ちゃんのいる世帯
　ミルク・紙おむつ

□その他
　メガネ（使い捨てコンタクトレ
ンズ）、レジャーマット、毛布、
タオル、アイマスク・耳栓、雑誌・
絵本、スマートフォン、モバイル
バッテリー、懐中電灯、電池

危機管理課

藤原　修 参事

非 常 時 の 持 ち 出 し 品
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サ
ー
ビ
ス
概
要

◉
利
用
可
能
日
時　

６
時
30
分
～
23
時（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
含
む
）

※�

12
月
29
日
～
１
月
３
日
お
よ
び
シ
ス
テ

ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
は
使
用
不
可

◉
利
用
で
き
る
場
所

全
国
約
５
万
６
千
店
舗
の
コ
ン
ビ
ニ

（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
）、
イ
オ
ン
都
城
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
早
鈴
町
）、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
都
城
駅
前（
栄
町
）、
ホ
ー
ム
ワ

イ
ド（
千
町
）、
市
立
図
書
館
な
ど

◉
発
行
手
数
料
と
取
得
可
能
な
証
明
書

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
で
の
手
数
料

は
、
窓
口
で
の
手
数
料
の
半
額
以
下
と
な

る「
１
５
０
円
」で
取
得
で
き
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
豆
知
識
★

★
暗
証
番
号
が
必
要
！

利
用
時
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

数
字
４
桁
の
暗
証
番
号（
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
）を
使
用
し
ま
す
。

暗
証
番
号
を
間
違
え
て
ロ
ッ
ク
が
か

か
っ
た
り
、
忘
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

や
各
総
合
支
所
地
域
生
活
課
、
各
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
で
再
設
定
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
内
郵
便
局
で

も
暗
証
番
号
の
再
設
定
が
で
き
ま
す
！

※�

受
付
日
時
な
ど
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ

さ
い

★
戸
籍
の
取
得
時
は
本
籍
地
に
注
意
！

本
籍
地
が
都
城
市
外
の
人
で
戸
籍
を
取

得
す
る
場
合
、
本
籍
地
の
手
数
料
が
適
用

さ
れ
る
の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
籍
地
と
住
民
登
録
の
あ
る
市

区
町
村
の
異
な
る
人
が
、
戸
籍
の
証
明
書

を
取
得
す
る
場
合
、
事
前
に
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
で
の「
利
用
登
録
申
請
」
の
手
続

き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
電

子
証
明
書
を
更
新
し
た
ら
、
再
度
、
利
用

登
録
申
請
が
必
要
で
す
。

コンビニにある
マルチコピー機で
らくらく取得 !

あとは、案内に沿って進むだけ！

取得可能な証明書 窓口での
手数料

⚫住民票の写し
⚫住民票記載事項証明
⚫印鑑登録証明
⚫所得証明
⚫市県民税所得・課税証明
⚫市県民税課税証明
※�令和５年度分の税証明は、
　６月１日㈭から取得可
⚫戸籍の附票の写し

300 円

⚫戸籍謄本・抄本
※除籍・改製原戸籍は取得不可 450 円

コンビニでの
手数料

150円

マイナンバーカードを使って、市役所の開庁時間を気にすることなく、全国のコンビニエンス
ストアなどで各種証明書を取得できる「コンビニ交付サービス」。「窓口より安くて助かる！」「急
に必要になった時に便利！」などのうれしい意見が寄せられています。まだ利用したことのない
人も、ぜひ利用ください。 ◎問い合わせ　マイナンバーカードサポートセンター　☎23－2774

コンビニでの
証明書取得が 半額以下 !

ますます便利でお得!なマイナンバーカード★

TOPICS!

タッチ
パネルで
かんたん

操作 !

タッチパネル画面
の「行政サービス」
ボタンをタッチ

１ コピー
スキャン
写真プリント

ファクス
プリント
行政サービス

画面の「証明書の交
付」ボタンをタッチ

2
証明書の交付

画面の「証明書交
付サービス」ボタ
ンをタッチ

3 証明書交付サービス
戸籍証明書交付
利用登録申請 半額

以下

6広報 都城 令和５年５月号



都城市消費生活センターでは、暮らしの中で起こる消費生活
に関するさまざまなトラブルの相談を受け付けています。少し
でもおかしいなと不安に思った時は、気軽に相談ください。

◎問い合わせ　都城市消費生活センター　☎23－7154

令
和
４
年
度
の
相
談
件
数

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
件
数
は
４
９
９
件
。
内
訳
は
通
信
販

売
90
件
、
多
重
債
務
73
件
、
悪
質
商
法
36

件
な
ど
で
す
。

世
の
中
の
混
乱
や
不
安
に
付
け
込
み
、

悪
質
な
手
口
で
高
額
な
契
約
を
迫
っ
て
く

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
不
審
に
思
っ
た

時
や
、
少
し
で
も
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
相
談
く
だ

さ
い
。

※�

消
費
生
活
相
談
お
よ
び
弁
護
士
法
律
相

談
の
詳
細
は
、
３
月
15
日
発
行
の「
暮

ら
し
の
情
報　
保
存
版
」
に
掲
載
し
て

い
ま
す

相
談
者
急
増
！
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か
け

と
し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
者
が
増
加
す
る
中
、
全
国

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
寄
せ
ら
れ

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
関
連
の
相
談
件
数
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
と
聞
く
と
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
の
は
若

年
層
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
が
、
中
高

年
層
か
ら
の
相
談
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の

契
約
条
件
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

【
注
文
す
る
前
】

□�

定
期
購
入
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？

□�

定
期
購
入
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
場
合
、

継
続
期
間
や
購
入
回
数
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

□
支
払
い
総
額
は
い
く
ら
で
す
か
？

□�

解
約
時
の
連
絡
手
段
を
確
認
し
ま
し
た

か
？

□�「
解
約
・
返
品
で
き
る
か
」、「
解
約
・
返

品
で
き
る
場
合
の
条
件（
返
品
特
約
」）、

「
解
約
条
件
」を
確
認
し
ま
し
た
か
？

□�

配
達
日
や
、
利
用
規
約
の
内
容
を
確
認

し
ま
し
た
か
？

※�

契
約
条
件
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
画

面
は
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
保
存
し

ま
し
ょ
う

【
未
成
年
者
の
場
合
、
次
の
点
も
確
認
し

ま
し
ょ
う
】

□�

販
売
サ
イ
ト
に「
法
定
代
理
人
の
同
意

を
得
て
い
る
」
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
が
あ
る

場
合
、
法
定
代
理
人
の
同
意
を
得
た
上

で
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
い
ま
す
か
？

□�

年
齢
や
生
年
月
日
を
成
人
で
あ
る
と
偽

ら
ず
、
正
確
に
入
力
し
て
申
し
込
ん
で

い
ま
す
か
？

◉
相
談
事
例

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
、
通
常
価
格
１
万
円
以
上

す
る
美
容
液
が
、
初
回
限
定
約
２
千
円
で

購
入
で
き
る
と
記
載
さ
れ
た
広
告
を
見
て
、

販
売
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
注
文
し
た
。

商
品
が
届
い
た
あ
と
、
次
回
の
配
達
日

の
記
載
が
あ
る
の
に
気
づ
き
、
販
売
業
者

に
連
絡
し
た
。

販
売
業
者
か
ら
は
、「
全
４
回
の
購
入

が
条
件
の
定
期
コ
ー
ス
の
た
め
、
解
約
を

希
望
す
る
場
合
、
約
１
万
円
の
解
約
手
数

料
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
」と
言
わ
れ
た
。

・
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

本
事
例
は
、
定
期
購
入
で
あ
る
こ
と
や
、

解
約
手
数
料
が
か
か
る
こ
と
を
知
ら
ず
に

商
品
を
購
入
し
た
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
事
例
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
注
文
す

る
際
は
、
契
約
条
件
の
細
部
ま
で
し
っ
か

り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

低
価
格
を
強
調
し
た
り
、
注
文
を
急
が

せ
た
り
す
る
販
売
サ
イ
ト
で
は
、
特
に
確

認
が
必
要
で
す
。

「消費者トラブルで困ったら、一人で悩まず相談を！」

５月は
全国消費者月間です！

Miyakonojo City Public Relations   2023.57



知ってください、 国保のこと
～私たちの健康を支える国民健康保険制度～

国民健康保険（国保）は、病気やけがをしたときに、誰もが安心し
て治療を受けられるよう、みんなでお金を出し合って支え合う制度
です。国保の健全な運営のために、医療費の節減に協力ください。 

◎問い合わせ　保険年金課 　☎ 23－2127

国
保
に
加
入
・
脱
退
す
る
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す

国
保
は
、
健
康
保
険
制
度
の
１
つ
で
、

職
場
の
健
康
保
険（
社
会
保
険
な
ど
）
や

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
き
、

全
て
の
人
が
加
入
す
る
保
険
制
度
で
す
。

国
保
に
加
入
ま
た
は
脱
退
す
る
と
き
は
、

手
続
き
が
必
要
で

す
。
次
に
該
当
す

る
場
合
は
、
14
日

以
内
に
保
険
年
金

課
ま
た
は
、
各
総

合
支
所
地
域
生
活

課
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

◉
国
保
に
加
入

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

・�

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

※�

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
国
保
へ
の
加
入
は
不
要

◉
国
保
を
脱
退

・
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
と
き

・
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

・�

生
活
保
護
を
受
給
し
始
め
た
と
き

・
死
亡
し
た
と
き

届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
証
が
発
行

さ
れ
な
い
た
め
、
医
療
費
を
全
額
自
己
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の

医
療
保
険
に
加
入
し
た
と
き
に
脱
退
の
届

け
出
を
怠
る
と
、
保
険
税（
料
）
を
二
重

に
支
払
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
内
で
転
居
し
て
住
所
が
変

わ
っ
た
場
合
や
、
世
帯
主
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

医
療
費
節
減
に
協
力
く
だ
さ
い

医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保
か
ら
病
院

へ
支
払
わ
れ
る
医
療
給
付
も
増
え
ま
す
。

給
付
増
額
分
を
補
う
た
め
に
保
険
税
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、
医
療
費
節
減

に
協
力
く
だ
さ
い
。

◉
医
療
費
節
減
の
ポ
イ
ン
ト

・�

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
適
度
な
運
動
や

栄
養
、
休
養
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
る

・�

病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
の
た
め
、

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る

・�
休
日
・
時
間
外
診
療
は
、
緊
急
時
な
ど

や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
控
え
る

・
か
か
り
つ
け
医
や
薬
局
を
持
つ

・�

価
格
が
安
く
、
同
じ
効
果
が
見
込
ま
れ

る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬

品
）を
利
用
す
る

税
・
保
険
料
の
納
付
は
、

便
利
な
口
座
振
替
で
！

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
で
き
ま

す
。

◉
申
し
込
み
方
法

金
融
機
関　
窓
口
に
預
金
通
帳
と
届
出
印
、

納
税（
納
付
）通
知
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ

さ
い
。

◉
開
始
の
時
期

口
座
振
替
の
開
始
時
期
は
、
申
し
込
み

の
方
法
や
時
期
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
後
に
届
く
口
座
振
替
開
始
通
知

書
を
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
事

前
の
登
録
が
必
要
で
す
。
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

※�

保
険
年
金
課
や
各
総
合
支
所
、
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
登
録
補
助
を

実
施
中

市ホームページ
マイナポータル

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

健
康
保
険
証
と
し
て

健
康
保
険
証
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
！

利
用
で
き
ま
す
！
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生活習慣病予防のために、メタボリックシンドロームに着目
した健診を行っています。年に１回必ず受診し、健康づくりの
第一歩にしましょう。 ◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

最近おなかが出てきたけど、

それ、メタボ？
無料の健診受けっみらんね

単
純
な
肥
満
で
は
な
い

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
メ
タ

ボ
）
は
、
内
臓
の
周
り
に
脂
肪
が
た
ま
る

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
、
高
血
糖
、
脂

質
異
常
、
高
血
圧
と
い
う
危
険
因
子
を
２

つ
以
上
持
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

危
険
因
子
が
１
つ
の
場
合
は
、
メ
タ
ボ
予

備
軍
と
い
わ
れ
ま
す
。
メ
タ
ボ
に
な
る
と
、

糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
に

な
り
や
す
く
、
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
と

い
っ
た
血
管
の
病
気
に
つ
な
が
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
ま

ま
進
行
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
生
活
や
適
度
な
運
動
習
慣
を

身
に
付
け
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
診
を
受

診
し
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
役
立
て

ま
し
ょ
う
。

〈メタボリックシンドロームの診断基準〉
⃝内臓脂肪型肥満
　腹囲　男性 85cm 以上
　　　　女性 90cm 以上

（内臓脂肪面積 100㎠以上に相当）
※上記に加え、以下の２項目以上が該当
　（１項目が該当する場合は予備軍）
⃝高血糖
　空腹時血糖　110mg/dl 以上　
⃝脂質異常
　中性脂肪　　150mg/dl 以上　または
　HDL コレステロール　40mg/dl 未満
⃝高血圧
　収縮期血圧　130mmHg 以上　または
　拡張期血圧　85mmHg 以上

健
診(

無
料)

の
お
知
ら
せ

10
月
以
降
は
、
予
防
接
種
な
ど
で
医
療

機
関
が
混
み
合
う
た
め
、
６
月
か
ら
９
月

ま
で
に
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◉
対
象

【
特
定
健
康
診
査
】

40
歳
～
74
歳
の
都
城
市
国
民
健
康
保
険

加
入
者

【
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
】

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

【
生
活
保
護
受
給
者
健
康
診
査
】

40
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者

◉
受
診
期
間

６
月
１
日
㈭
～
12
月
28
日
㈭

◉
受
診
場
所　
指
定
の
医
療
機
関

◉
検
査
項
目　
身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・

尿
検
査
・
血
液
検
査
・
問
診　
な
ど

◉
受
診
方
法

健
康
診
査
の
対
象
者
に
は
、
５
月
末
ま

で
に「
受
診
券
・
問
診
票
」を
送
付
し
ま
す
。

問
診
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
健
康
保

険
証
と
一
緒
に
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示

く
だ
さ
い
。

※�
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保
険
証

の
機
能
を
付
け
て
い
る
人
は
、
対
象
の

医
療
機
関
で
の
み
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
で
き
ま
す

◉
そ
の
他　
生
活
習
慣
病
な
ど
で
通
院
中

の
人
も
対
象
で
す
。
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
受
診
く
だ
さ
い
。

◉
注
意

・�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に

入
所
し
て
い
る
人
や
６
カ
月
以
上
入
院

し
て
い
る
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
の
日
帰
り
人
間

ド
ッ
ク
と
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん

・�

市
の
健
康
診
査
を
無
料
で
受
診
で
き
る

の
は
年
度
内
に
１
回
で
す
。
２
回
目
以

降
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

肝
心
な
の
は
、
健
診
を
受
け
た
後

健
診
結
果
を
見
て
、
自
分
の
体
の
変
化

に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
健
診
を

き
っ
か
け
に「
太
っ
た
の
は
食
べ
す
ぎ
が

原
因
か
な
」「
運

動
を
始
め
よ
う

か
な
」
な
ど
生

活
習
慣
を
振
り

返
り
、
健
康
づ

く
り
に
役
立
て

ま
し
ょ
う
。

市
で
は
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、
看
護

師
な
ど
の
専
門
職
が
、
一
人
一
人
に
合

わ
せ
た
健
康
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
す
る

「
保
健
指
導
」を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
活
用
く
だ

さ
い
。
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社
会
全
体
で
支
え
合
う
介
護

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を
社
会
全
体
で

支
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
12
年
に
創

設
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
。
介
護
保
険
で

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
基
本
的
に
利

用
者
は
１
割
を
負
担
し
、
残
り
の
９
割
は

介
護
保
険
料
や
公
費
負
担
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
ま
す
。

40
歳
以
上
の
人
が
加
入
者
と
な
っ
て
保

険
料
を
出
し
合
い
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
、
心
身
の
状
態
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
本
制
度
。
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
感
じ
た
と
き
は
、

介
護
保
険
課
や
各
地
区
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

２
０
２
５
年
問
題
と
２
０
４
０
年

問
題
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

医
療
や
介
護
に
要
す
る
費
用
が
増
大
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０
２
５（
令
和
７
）

年
と
２
０
４
０（
令
和
22
）
年
に
は
深
刻

な
問
題
に
直
面
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
に
は「
団
塊
の
世
代
」
が

後
期
高
齢
者
に
な
り
、
要
介
護
認
定
者
の

さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
４
０
年
は「
高
齢
者
の
急

増
」
か
ら「
現
役
世
代
の
急
減
※
」
に
局
面

が
変
化
し
、
医
療
や
介
護
の
人
材
不
足
が

よ
り
深
刻
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

※�

日
本
の
総
人
口
で
は
、
２
０
２
５
年
に

約
７
１
７
０
万
人
の
15
～
64
歳
人
口
が
、

２
０
４
０
年
に
は
約
５
９
７
８
万
人
ま

で
減
少
す
る
見
込
み

誰
も
が
よ
り
長
く
元
気
に
活
躍
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て

２
０
４
０
年
を
見
据
え
、
国
で
は「
誰

も
が
よ
り
長
く
元
気
に
活
躍
で
き
る
社
会

の
実
現
」
を
目
指
す
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
最
後
ま
で
続
け
ら
れ

る
よ
う
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
住
民
主

体
型
の
介
護
予
防
事
業「
こ
け
な
い
か
ら

だ
づ
く
り
講
座
」
を
実
施
。
自
治
公
民
館

な
ど
で
週
１
回
以
上
、
椅
子
に
座
っ
て
で

き
る
体
操
や
健
康
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
や
重
度
化
防
止
に
加
え
て
、
仲

間
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
同
講
座
。
人
と

人
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
地
域

の
元
気
づ
く
り
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

みんなで
支える
介護保険

市区町村（保険者）サービス提供
事業者

加入者（被保険者）

保険証交付
要介護認定の

通知
保険料納付
要介護認定の

申請

サービス費用の
9割または7割支払い

サービス費用の
１割～3割支払い

サービスの
提供

サービス費用の請求

メッセージ

必要な介護保険サービスを
適切に利用しましょう

身体機能の低下などで日常生活に支
障が出て、デイサービスやヘルパーなど
の介護保険サービスの必要性を感じた
ときは、要介護認定の申請を行い、適切
なサービスを利用しましょう。サービス
の利用者は、原則、費用の１割負担にな
ります。

また、介護認定を受けていなくても利
用できるサービスもあります。詳しくは、
介護保険課に問い合わせください。

介護保険課
地域包括ケア担当

前田　朱
あかね

 技師

住み慣れた地域で自分らしく自立した生活を営むため
に、介護保険制度を正しく理解し、サービスを上手に利
用しましょう。

◎問い合わせ　介護保険課　☎23‒2114

介護保険制度
あなたらしい暮らしを社会全体で支え合う
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都 城 市対 象 者

「避難支援等関係者」と情報を共有
例：自治公民館、自主防災組織、民生委員・児童委員、
　  消防団、社会福祉協議会など

「避難行動要支援者名簿」に登録
（氏名、年齢、性別、住所、電話番号、支援の内容などを記載）

調査票が
届かなかった人も
届出ができます

・日ごろの見守り
・避難情報の伝達

取扱協定により
名簿を提供

調査票回答
◦登録の可否
◦�地域への名簿
　提供の可否
　（拒否申出）

調査票を送付

登録申出

名簿に登録しません

拒否申出をした人

地域へ名簿を提供しません※

自ら、または家族の
支援により避難できる

名簿の活用

名簿の登録と活用の流れ

※生命を保護するために特に必要であると判断した場合は、この限りではありません

名
簿
の
対
象
　

次
の
①
～
⑧
に
該
当
す
る
人
の
う
ち
、

災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
、

家
族
の
支
援
だ
け
で
は
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
ま
た
は
家
族
な
ど
の
支
援
を

受
け
ら
れ
な
い
在
宅
の
人

①
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し

②
75
歳
以
上
の
み
の
世
帯

③
要
介
護
３
以
上

④�

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

て
、
１
・
２
級
の
肢
体
障
が
い
ま
た
は
、

視
覚
障
が
い
、
聴
覚
障
が
い
に
該
当

⑤
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

⑥�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る

⑦�

難
病
患
者
の
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る

⑧�

①~

⑦
に
準
じ
る
状
態
に
あ
り
、
自
ら

登
録
の
申
し
出
を
し
て
い
る

調
査
に
協
力
く
だ
さ
い

支
援
の
必
要
な
人
を
把
握
す
る
た
め
、

市
で
は
、
名
簿
を
毎
年
更
新
し
て
い
ま
す
。

事
前
調
査
で
、
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る

人
に「
名
簿
登
録
調
査
票
」
を
８
月
末
ま

で
に
送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

福
祉
課
ま
で
返
送
く
だ
さ
い
。

【
留
意
事
項
】

⃝
�

調
査
票
が
届
い
て
も
登
録
を
希
望
し
な

い
人
は
、
同
封
の「
名
簿
情
報
提
供
拒

否
申
出
」を
提
出
く
だ
さ
い

⃝
�

調
査
票
が
届
か
な
か
っ
た
人
も
登
録
で

き
ま
す（
⑧
の
対
象
者
）

⃝
�

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
も
、
災
害
時
の
支

援
が
保
障
さ
れ

る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん�

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人
の

名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す

避
難
行
動
要
支
援
者

災
害
が
発
生
し
た
と
き
や
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
と
き
に
、
自
力
で
の
避
難
が
難
し
い
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
避
難
情
報
の
伝
達
や
避
難
所
へ
の
誘
導
な
ど
の
支
援
が
必

要
で
す
。
市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
い
て「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を
作
成
。

自
治
公
民
館
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
消
防
団
な
ど
の「
避
難
支
援
等
関
係
者
」と
連
携
し

な
が
ら
、
避
難
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
23‒

０
９
６
３
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
機
能
の
１
つ

で
あ
る
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子

証
明
書
の
機
能
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭

載
す
る
こ
と
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ひ
と

つ
で
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
行

政
手
続
き
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

デ
ジ
タ
ル
統
括
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23‒

２
１
５
６

ど
ん
な
場
面
で
利
用
で
き
る
の

電
子
証
明
書
の
機
能
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
搭
載
さ
れ
る
こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
携
帯
し
て
い
な
く
て
も
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑

証
明
な
ど
の
証
明
書
取
得
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
確
定
申
告
や
子

育
て
関
係
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
検
索
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
予
定
で
す
。

※�A

ア
ン
ド
ロ
イ
ド

ndroid

版
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は

５
月
11
日
㈭
か
ら
利
用
可
能
。iO

S

版

は
未
定

本
市
の
市
道
の
延
長
は
３
１
７
０
㌔
。

こ
の
長
大
な
市
道
を
安
全
で
快
適
に
保
つ

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

維
持
管
理
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23‒

２
７
５
２

道
路
は
き
れ
い
に

日
常
生
活
で
利
用
す
る
身
近
な
道
路
は
、

地
域
の
財
産
で
す
。
自
宅

周
辺
の
道
路
の
除
草
や
、

側
溝
の
清
掃
な
ど
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

樹
木
は
適
正
な
管
理
を

樹
木
が
道
路
に
は
み
出
す
と
、
車
や
歩

行
者
の
通
行
の
妨
げ
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

道
路
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
を
見
え

に
く
く
し
、
思
わ
ぬ
事
故
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
自
宅
な
ど
の
樹
木
を
せ

ん
定
す
る
な
ど
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

市
な
ど
の
道
路
管
理
者
は
、
安
全
で
快

適
な
道
路
利
用
の
た
め
、
穴
ボ
コ
調
査
な

ど
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
連
絡
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

す
ぐ
連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
道
路
の
破
損
な
ど
の
発
見

穴
ボ
コ
や
陥
没
、
路
肩
崩
れ
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
破
損
な
ど
を
見
つ
け
た
と
き

◉
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
破
損

交
通
事
故
や
そ
の
他
の
行
為
で
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
縁
石
な
ど

を
傷
付
け
た
り
、
壊
し
た
り
し
た
と
き

市
道
路
管
理
者
へ
の
問
い
合
わ
せ

維
持
管
理
課　
☎
23‒

２
７
５
２

山
之
口
産
業
建
設
課　
☎
57‒

１
３
１
１

高
城
産
業
建
設
課　
☎
58‒

２
３
１
０

山
田
産
業
建
設
課　
☎
64‒

１
１
１
３

高
崎
産
業
建
設
課　
☎
62‒

１
１
１
３

ス
マ
ホ
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

電
子
証
明
書
機
能
が

搭
載
さ
れ
ま
す

安
全
で
快
適
な

道
路
環
境
づ
く
り
に
協
力
く
だ
さ
い

道
路
に
異
常
を
見
つ
け
た
ら

連
絡
く
だ
さ
い
！
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自
治
公
民
館
の
よ
う
に
一
定
の
区
域
に

住
所
を
有
す
る
住
民
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
地
縁
団
体
の
う
ち
、
市
長
が
認
可
す
る

こ
と
に
よ
り
法
人
格
を
有
す
る
団
体
の
こ

と
を「
認
可
地
縁
団
体
」と
い
い
ま
す
。

法
人
格
を
持
つ
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
リ
ス
ク
回
避
が
で
き

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23‒

７
１
４
６

認
可
後
に
団
体
名
義
で

で
き
る
こ
と

・�

公
民
館
の
土
地
や
建
物
な
ど
不
動
産
の

登
記

・
預
金
な
ど
の
保
管
や
、
資
金
の
借
用

・
電
気
や
水
道
、
電
話
な
ど
の
契
約

法
人
格
を
持
た
な
い
地
縁
団
体
で
不
動

産
の
登
記
な
ど
を
行
う
場
合
、
当
該
団
体

の
代
表
者
個
人
ま
た
は
役
員
の
共
有
名
義

と
な
る
た
め
、
名
義
人
が
死
亡
し
た
際
に

相
続
問
題
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
本
制
度
の

利
用
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

認
可
地
縁
団
体申

請
で
き
る
団
体

認
可
地
縁
団
体
に
な
る
た
め
に
は
、
次

の
要
件
を
全
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・�

団
体
の
活
動
目
的
が
特
定
の
目
的
に
限

ら
れ
な
い

※�
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
な
ど
特
定
の

活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
は
不
可

・�

団
体
へ
の
加
入
条
件
が
、
居
住
範
囲
の

み
で
あ
る

※�

性
別
や
年
齢
の
条
件
が
あ
る
団
体
は
不

可
・�

団
体
規
約
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
活
動

を
行
っ
て
い
る

申
請
に
は
、
規
約
の
内
容
確
認
や
各
種

書
類
の
整
備
、

総
会
の
承
認

な
ど
必
要
な

手
続
き
が
あ

り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
地

域
振
興
課
へ

相
談
く
だ
さ

い
。

知
っ
て
い
ま
す
か

寄付禁止のルールを守って、
明るい選挙を実現しましょう！

政治家の寄付は禁止。有権者が求めることも禁止。

◉問い合わせ　都城市選挙管理委員会　☎23－7864

政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは、法
律で禁止されています。違反すると、処罰されます。

また、有権者が寄付を求めることも禁止されています。

贈らない！�求めない！�受け取らない！

お歳暮やお年賀

葬式の花輪・供花

入学祝・卒業祝

落成式・開店祝いの花輪

病気見舞い 秘書などが代理で出席
する場合の結婚祝い

町内会の集会や旅行
などの催物への寸志
や飲食物の差し入れ

秘書などが代理で出席
する場合の葬式の香典

地域の運動会やスポーツ
大会への飲食物の差し入れ

お祭りへの寄付や
差し入れ

Miyakonojo City Public Relations   2023.513



全
国
的
に
、
強
盗
殺
人
な
ど
財
産
を

狙
っ
た
凶
悪
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

犯
罪
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち

は
日
ご
ろ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気

を
付
け
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

自
分
で
で
き
る
防
犯
対
策

・�

在
宅
時
で
も
施
錠
し
、
戸
締
り
を
徹
底

す
る

・�

訪
問
者
に
対
し
て
不
用
意
に
ド
ア
を
開

け
な
い

・�

訪
問
者
に
対
応
す
る
と
き
は
、
イ
ン

タ
ー
フ
ォ
ン
や
ド
ア
越
し
に
行
う

・�

帰
宅
し
た
と
き
は
、
背
後
や
周
囲
に
人

が
い
な
い
か
よ
く
確
認
す
る

・�

電
話
な
ど
で
在
宅
状
況
、
家
族
の
状
況

を
聞
か
れ
て
も
答
え
な
い

・
自
宅
に
必
要
以
上
の
現
金
を
置
か
な
い

・�

不
審
を
感
じ
た
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず

１
１
０
番
通
報

・�

防
犯
性
能
の
高
い
建
物
部
品（
錠
、
ド

ア
、ガ
ラ
ス
、防
犯
フ
ィ
ル
ム
、シ
ャ
ッ

タ
ー
）を
活
用
す
る

・�

防
犯
設
備
機
器（
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
、
セ
ン
サ
ー
付
き
ラ
イ
ト
、
テ
レ
ビ

付
き
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
）を
活
用

・�

ジ
ャ
リ
ジ
ャ
リ
と
か
な
り
大
き
な
音
の

出
る
防
犯
砂
利
を
庭
に
敷
く

防
犯
対
策
の
効
果
の
例

防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
付
け
た
窓
ガ
ラ

ス
は
、
金
づ
ち
な
ど
で
叩
い
て
も
フ
ィ
ル

ム
が
破
れ
な
い
た
め
、
手
を
入
れ
る
こ
と

さ
え
で
き
ま
せ
ん
。
犯
人
は
、
侵
入
に

５
分
以
上
時
間
が
か

か
る
と
犯
行
を
諦
め

る
傾
向
が
あ
る
の
で
、

簡
単
に
侵
入
さ
せ
な

い
工
夫
が
有
効
で
す
。

強
盗
被
害
を
受
け
な
い
た
め
に

防
犯
対
策
に
加
え
て
、「
私
も
被
害
に

遭
う
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
心
構
え
も

大
切
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
対
策
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

◉
相
談
窓
口

都
城
警
察
署　
☎
24-

０
１
１
０

防
犯
対
策

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　
☎
23‒

７
１
８
３

は
、で
き
て
い
ま
す
か

あ
な
た
の
家
が
狙
わ
れ
る
か
も
？

こ
れ
ま
で
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
っ

て
管
理
運
営
を
行
っ
て
き
た「
青
井
岳

荘
」、「
や
ま
だ
温
泉
」、「
ラ
ス
パ
た
か
ざ

き
」
の
３
つ
の
温
泉
施
設
を
、
令
和
５
年

４
月
１
日
に
民
間
譲
渡
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
民
間
事
業
者
が
施
設
の
運
営

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

　
　
　
　
　
　
☎
23‒

２
６
１
５

青
井
岳
温
泉（
青
井
岳
荘
）

◉
所
在
地　
山
之
口
町
山
之
口
２
１
２
３

◉
電
話　
57-

２
１
７
７

◉
運
営
事
業
者　
ヤ
マ
ブ
ル
ー
㈱

◉
営
業
時
間
・
休
館
日　

９
時
～
21
時　
毎
週
木
曜
日

極
上
の
湯
　
山
田
温
泉（
や
ま
だ
温
泉
）

◉
所
在
地　
山
田
町
中
霧
島
１
９
１
３

◉
電
話　
64-

２
０
２
０

◉
運
営
事
業
者　
ス
マ
イ
リ
ン
グ
・パ
ー
ク

◉
営
業
時
間
・
休
館
日

７
時
～
22
時　
未
定

※
４
月
か
ら
約
３
カ
月
休
館
予
定

ラ
ス
パ
た
か
ざ
き

◉
所
在
地　
高
崎
町
大
牟
田
１
３
３
２-

８

◉
電
話　
62-

５
５
２
６

◉
運
営
事
業
者　
ラ
ス
パ
た
か
ざ
き
㈱

◉
営
業
時
間
・
休
館
日

７
時
～
21
時　
毎
週
木
曜
日

４
月
１
日
か
ら

温
泉
施
設
は
民
間
事
業
者
に
よ
り

運
営
さ
れ
て
い
ま
す

①青井岳温泉
②極上の湯　山田温泉
③ラスパたかざき

①

③

②

14広報 都城 令和５年５月号



最
近
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
始
め
た

人
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
を
学
び
た
い
人
を
対
象
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
使
い
方
講
座
や
よ
ろ
ず

相
談
会
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

あ
な
た
の
地
区
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

教
室
や
相
談
会
を
開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
伺
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

デ
ジ
タ
ル
統
括
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23‒

２
１
５
６

昨
年
度
の
参
加
状
況

昨
年
度
は
、
延
べ
１
２
０
人
以
上
が
参

加
。
参
加
者
か
ら
は「
何
も
分
か
ら
ず
参

加
し
た
が
楽
し
か
っ
た
」「
こ
ん
な
に
便

利
な
機
能
が
あ
っ
た
ん
だ
」
な
ど
好
評
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

講
座
概
要

◉
内
容　
電
源
の
入
れ
方
・
ボ
タ
ン
の
操

作
方
法
／
電
話
の
か
け
方
・
カ
メ
ラ
の
使

い
方
／
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法
／

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
／
メ
ー
ル

の
利
用
方
法
／
地
図
ア
プ
リ
の
利
用
方
法

／
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
方
法　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
で
は
、

５
月
12
日
を「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

日
」
と
し
、
そ
の
存
在
や
取
り
組
み
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。

⚫
地
域
の「
つ
な
ぎ
役
」

民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
社
会
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
は
児

童
福
祉
法
に
基
づ
き
児
童
委
員
を
兼
ね
る

た
め
、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
区
域
を
受
け
持

ち
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
身
体
の
不

自
由
な
人
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
、
子

育
て
世
帯
な
ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人

昨年度の相談会の様子。参加者の希
望に沿った相談に応じます。

※�

そ
の
他
希
望
す
る
講
座
内
容
は
相
談
く

だ
さ
い

◉
時
間　
３
時
間
程
度

◉
定
員　
10
人
程
度

※
少
人
数
で
も
相
談
く
だ
さ
い

相
談
会
概
要

◉
内
容　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
わ
る
内

容
全
般

◉
時
間　
1
～
2
時
間
程
度

◉
定
員　
3
人
程
度

申
し
込
み
先

実
施
希
望
日
時
や
場
所
な
ど
、
デ
ジ
タ

ル
統
括
課
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

都
合
に
よ
り
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す

あ
な
た
の
地
区
で
も
開
催
し
ま
せ
ん
か

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
使
い
方
講
座

メッセージ

一人で悩まず、
気軽に相談ください

「地域で困っている方の力になりた
い」との思いで引き受けた民生委員・
児童委員。昨年12月の一 斉改 選を
経て13年目に入りました。当初は慣れ
ない活動に戸惑うこともありましたが、
コロナ禍が収まっていく中、今ではさら
に地域のためにできることを自分なり
に取り組んでいきたいと考えています。

委員は、地域の見守り活動を通し、
問題解決に向け関係機関につなぐ役
割を担っています。不安や困りごとが
あるときは、気軽に私たちに相談くだ
さい。

都城市民生委員
児童委員協議会
副会長

福丸 良秋 さん

の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
の
相
談
に
応
じ
、

市
や
関
係
機
関
と
の「
つ
な
ぎ
役
」
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

⚫
地
域
の
子
育
て
支
援

主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

に
関
す
る
こ
と
を
専
門
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
関
係
機
関
と
児
童
委
員
と
の
連
絡
調

整
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
委
員
の
活
動

に
対
す
る
援
助
や
協
力
を
行
い
ま
す
。

※�

居
住
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
お

よ
び
主
任
児
童
委
員
は
、
福
祉
課
ま
た

は
都
城
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

事
務
局（
☎
25‒

２
１
２
３
）
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　
☎
23‒

０
９
６
３

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

５月
12日は

Miyakonojo City Public Relations   2023.515



災
害
時
の
被
災
者
救
援
活
動

　
災
害
現
場
へ
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
や
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
救

援
物
資
の
配
布
や
炊
き

出
し
の
ほ
か
、
心
身
の

ケ
ア
や
避
難
所
運
営
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
講
習
の
実
施

　
事
故
や
病
気
に
対
す
る
応
急
処
置
の
方

法
や
、
家
庭
内
で
の
病
気
の
予
防
、
高
齢

者
の
介
護
方
法
な
ど
の
普
及
を
目
的
に
、

救
急
法
や
生
活
支
援
の
講
習
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成

　
福
祉
施
設
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
と

の
交
流
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の
救
援
活

動
な
ど
を
行
う
赤
十
字
奉
仕
団
を
育
成
し

て
い
ま
す
。

募
金
や
義
援
金
の
受
け
付
け

　
赤
十
字
の
活
動
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
寄

付
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
い
て
、
国
内
外

市
で
は
、
合
同
金
婚
祝
を
昭
和
54
年
か

ら
実
施
。
毎
年
多
数
の
金
婚
を
迎
え
る
夫

婦
を
招
待
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
金
婚
を

迎
え
た
夫
婦
に
祝
状
お
よ
び
記
念
品
を
贈

呈
し
、
希
望
者
に
は
記
念
写
真
の
贈
呈
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
の
新
市
誕
生
以
降
、
毎
年
約

５
０
０
組
の
夫
婦
が
め
で
た
く
金
婚
を
迎

え
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
金
婚
式

◉
日
時　
10
月
31
日
㈫　
10
時
～

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
夫

婦
な
ど

①�

昭
和
48
年
４
月
１
日
～
49
年
３
月
31
日

に
結
婚
し
た
市
内
在
住
の
夫
婦

②�

結
婚
後
50
年
以
上
経
過
し
、
今
ま
で
に

市（
市
町
村
合
併
前
の
旧
町
含
む
）
の

主
催
す
る
金
婚
祝
い
を
受
け
て
い
な
い

夫
婦

③�

夫
婦
で
金
婚
を
迎
え
た
が
、
市
の
金
婚

の
被
災
者
へ
の
医
療
救
護
活
動
や
物
資
の

提
供
な
ど
を
目
的
に
、
募
金
や
義
援
金
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
赤
十
字
へ
多
く
の
募
金
を
寄
せ

ら
れ
た
個
人
ま
た
は
法
人
に
は
、
表
彰
制

度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い
。

献
血（
血
液
事
業
）

　
輸
血
や
血
液
製
剤
に
よ
る
治
療
を
必
要

と
す
る
人
に
血
液
を
提
供
す
る
た
め
、
献

血
ル
ー
ム
や
献
血
車
に
よ
る
献
血
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
献
血
は
、常
設
会
場
の
献
血
ル
ー
ム（
カ

リ
ー
ノ
宮
崎
・
宮
崎
市
橘
通
東
四
丁
目
８

‒

１
）
の
ほ
か
、
県
内
を
巡
回
す
る
献
血

バ
ス
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
協
力
く

だ
さ
い
。

◉
献
血
バ
ス
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
日
時
や
会
場
な
ど
は
、
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
８
５‒

50‒

１
８
０

０
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
く
だ
さ
い
。

祝
い
を
受
け
ず
に
配
偶
者
が
亡
く
な
っ

た
人

【
式
典
以
外
の
お
祝
い
】　

・
夫
婦
で
金
婚
祝
記
念
写
真
撮
影

　
（
市
と
契
約
す
る
写
真
館
で
無
料
撮
影
）

・
祝
状

・
記
念
品（
地
場
産
品
な
ど
）

※��

写
真
撮
影
・
祝
状
・
記
念
品
の
み
の
申

し
込
み
も
可

◉
申
し
込
み　
５
月
31
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
福
祉
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
！

５
月
８
日
㈪
の「
世
界
赤
十
字
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、
毎
年
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
23‒

０
９
６
３

 

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
23‒

３
１
０
２

祝！
金
婚

令和４年度式典では、アトラク
ションとして落語家の入船亭遊京さ
んによる落語会を開催。また来場記
念品として紅白の餅菓子やペアの箸
が出席者に贈られています。

～
苦
楽
を
共
に
、

　

２
人
で
歩
い
た
半
世
紀
～
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都
城
盆
地
の
貴
重
な
地
下
水

都
城
盆
地
の
地
下
水
は
、
水
道
水
源

や
工
業
・
農
業
用
水
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
の
貴
重
な
循
環
資
源
に
な
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
一
部
の
井
戸
で
は
高
濃
度
の

※
硝
酸
性
窒
素
が
検
出
さ
れ
た
り
、
地
下

水
の
水
位
が
低
下
し
た
り
す
る
な
ど
、
地

下
水
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

人
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
り
、
煮し

ゃ
沸ふ

つ
し
て
も
取
り
除
け
な
い

地
下
水
を
守
る
取
り
組
み

【
市
の
取
り
組
み
】

良
好
な
地
下
水
環
境
を
守
る
た
め
、
市

と
近
隣
自
治
体
が「
都
城
盆
地
地
下
水
保

全
対
策
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
。
都
城
盆

地
の
地
下
水
の
質
的
お
よ
び
量
的
な
調

査
・
研
究
を
宮
崎
大
学
と
共
同
で
進
め
て

い
ま
す
。

【
一
人
一
人
が
で
き
る
取
り
組
み
】

下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
家
庭
な
ど

か
ら
排
出
さ
れ
る
水
は
、
く
み
取
り
槽
や

単
独
処
理
浄
化
槽
、
合
併
処
理
浄
化
槽
で

処
理
さ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
く
み
取
り

槽
や
単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
台
所
や
風
呂

場
か
ら
出
る
生
活
排
水
が
処
理
さ
れ
な
い

ま
ま
側
溝
や
川
に
流
れ
る
た
め
、
工
場
な

ど
の
排
水
よ
り
も
川
を
汚
す
原
因
と
な
り

ま
す
。
一
方
、
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
家

庭
か
ら
出
る
排
水
の
汚
れ
を
約
10
分
の
１

に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
単
独
処
理
浄
化

槽
の
排
水
に
比
べ
て
汚
れ
を
約
８
分
の
１

に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
各
家
庭
の
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
一
定
の

成
果
が
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
全
国
と
比

べ
る
と
、
依
然
と

し
て
硝
酸
性
窒
素

の
濃
度
が
高
い
水

準
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
引
き

続
き
対
策
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
制
度

く
み
取
り
槽
や
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
す
る
場
合
、
市

で
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◉
補
助
対
象

５
～
10
人
槽
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

し
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
も
の

①�

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
処
理
区

域
以
外
の
住
宅

②�

個
人
住
宅
、ま
た
は
店
舗
併
用
住
宅（
延

べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
住
居
に

使
用
さ
れ
る
建
物
）

※�

新
築
住
宅（
建
て
売
り
住
宅
お
よ
び
注

文
住
宅
）
や
別
荘
、
共
同
住
宅
、
寄
宿

舎
お
よ
び
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

◉
補
助
要
件

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

・�

県
が
開
催
す
る
浄
化
槽
設
置
者
講
習
を

受
講
し
て
い
る

・�

工
事
業
者
が
宮
崎
県
浄
化
槽
工
事
の
登

録
業
者
で
あ
る

・�

転
換
後
の
維
持
管
理（
清
掃
、
保
守
点

検
、
法
定
検
査
）を
実
施
す
る

※�
予
算
額
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。
建
て

替
え
の
場
合
は
、
補
助
対
象
と
な
る
か

必
ず
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い

◉
補
助
金
額

【
転
換
補
助
】

・
５
人
槽　
33
万
２
千
円

・
７
人
槽　
41
万
４
千
円

・
10
人
槽　
54
万
８
千
円

【
既
設
槽
の
撤
去
費
補
助
】

・
５
～
10
人
槽　
９
万
円（
上
限
）

【
宅
内
配
管
工
事
費
補
助
】

・
５
～
10
人
槽　
10
万
円（
上
限
）

設
置
後
は
必
ず
維
持
管
理
を

　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
も
、
定

期
的
に
維
持
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
機
能

は
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。
保
守
点
検
や
清
掃
、

法
定
検
査
を
指
定
さ
れ
た
機
関
に
依
頼
し

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

く
み
取
り
槽
や
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
促
進
す

る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
推
進

員
が
、
チ
ラ
シ
の
配
布
や
各
家
庭
を
訪

問
し
て
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す

都
城
盆
地
の
地
下
水
や

河
川
水
質
を
守
り
ま
し
ょ
う

地
下
水
を
守
る
た
め
の
保
全
活
動
や
河
川
水
質
改
善
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

 

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課　

☎
23‒

２
１
３
０

くみ取り槽や単独処理浄化槽から合
併処理浄化槽への転換は、強制ではあ
りません。業者
の強引な営業活
動が報告されて
いますので、注
意ください。

強引な営業に注意

Miyakonojo City Public Relations   2023.517



※�

内
容
や
研
修
先
、
対
象
、
費
用
な
ど
、

コ
ー
ス
ご
と
に
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03‒

６
８
２
５‒

３
１
３
０

F��03‒

３
９
８
１‒

２
７
１
２

info@
kskk.or.jp

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の

高
千
穂
の
峰
登
山

◉
日
時　
５
月
28
日
㈰　
９
時
～
15
時

◉
集
合
場
所　
高
千
穂
河
原
駐
車
場（
霧

島
市
霧
島
田
口
）

※
８
時
30
分
集
合

◉
対
象
・
定
員　
小
学

生
以
上
・
30
人

※
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
。
申
し
込
み
順

◉
費
用　
千
円（
保
険・

ガ
イ
ド
料
含
む
）

※
中
学
生
以
下
３
０
０
円

◉
そ
の
他　
登
山
に
適
し
た
服
装
で
、
雨

具
や
水
筒
、
弁
当
な
ど
を
持
参

５
月
25
日
㈭
ま
で
の
17
時
～
20
時
に

そ
お
・
み
や
こ
ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ

ブ（
宮
川
）　

☎
０
９
０‒

３
７
９
７‒

３
８
４
５

食
生
活
改
善
推
進
員

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
食
生
活
の
改

善
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
を
担
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

◉
対
象　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

・�

市
在
住
で
、
自
治
公
民
館
に
加
入
し
て

い
る

・
20
時
間
の
養
成
研
修
を
受
講
で
き
る

・
推
進
員
の
活
動
が
で
き
る

※�

こ
れ
ま
で
通
り
自
治
公
民
館
か
ら
の
推

薦
も
受
け
付
け

７
月
14
日
㈮
ま
で
に
健
康
課

　
　
☎
23‒

２
７
６
５

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
参
加
者

交
流
体
験
を
通
し
て
互
い
の
理
解
や
交

流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

◉
内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
、

地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

◉
研
修
先　
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン

◉
日
程　
７
月
24
日
㈪
～
８
月
14
日
㈪
の

う
ち
、
８
～
16
日
間

◉
対
象　
小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

◉
説
明
会　
５
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

◉
費
用　
30
～
70
万
円

◉
応
募
期
限　
５
月
中
旬
～
６
月
初
旬

テレビ番組の
案内

◆BTVケーブルテレビ(デジタル111ch)
「みやこんじょジャーナル」　※毎回10分間放送
① 6:50 〜　②11:50 〜　③16:50 〜　④20:50 〜　⑤22:50 〜

新型コロナウイルス感染防止 今後開催予定の催しや講座などは、中止または延期となる可能性があります。参加予
定の人は、主催者に開催の有無を必ず確認ください。

ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
倶
楽
部（
無
料
）

デ
ジ
タ
ル
で
は
味
わ
え
な
い
、「
手
間

を
か
け
て
音
楽
を
楽
し
む
」
ひ
と
と
き
。

ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
な
ら
で
は
の
音
質
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
６
月
19
日
㈪　
10
時
～
11
時

※�

次
回
以
降
の
日
程
は
総
合

文
化
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

総
合
文
化
ホ
ー
ル　
☎
23‒

７
１
４
０

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
歴
史
講
演
会（
無
料
）】

◉
日
時　
５
月
27
日
㈯　
15
時
～

◉
場
所　
ホ
テ
ル
中
山
荘

南
九
州
文
化
研
究
会（
田
代
）

　
☎
０
９
０‒

２
３
９
７‒

３
１
２
５

【
池
坊
都
城
中
央
支
部
花
展（
無
料
）】

◉
日
時　
６
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰　
10
時

～
17
時　
※
11
日
は
16
時
ま
で

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

華
道
家
元
池
坊
都
城
中
央
支
部（
竹
内
）

　
☎
23‒

５
４
７
５

【
第
１
回
宮
崎
県
日
本
舞
踊
公
演
会
】

◉
日
時　
６
月
11
日
㈰　
12
時
～

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

◉
費
用　
千
円

宮
崎
県
日
本
舞
踊
協
会（
中
西
）

　
☎
０
９
０‒
２
５
８
５‒

６
１
３
５

「
道
の
駅
」都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
主
催
教
室

◉
場
所　
「
道
の
駅
」都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ

◉
費
用　
各
５
０
０
円

◉
日
時
・
定
員
・
準
備
物

瞑め
い
想そ
う
と
ヨ
ガ

５
／
10
㈬　
18
時
30
分
～
19
時
30
分

20
人　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
や
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲

み
物

リ
ズ
ム
体
操

５
／
19
㈮　
10
時
～
11
時　
20
人　
飲
み
物

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

６
／
14
㈬　
18
時
30
分
～
19
時
30
分

20
人　
飲
み
物

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

６
／
16
㈮　
10
時
～
11
時

６
組　
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
前
日
に
予
防
接
種
な
ど
を
受
け
た
乳
児

　
は
注
意
く
だ
さ
い

※
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
要
予
約

㈱
コ
コ
ニ
ク
ル
都
城

　
　
☎
38‒

５
５
２
９

認
知
症
家
族
支
援「
な
ご
み
会
」（
無
料
）

◉
日
時　
５
月
13
日
㈯　
14
時
～
16
時

◉
場
所　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

◉
対
象　
認
知
症
患
者
を
介
護
す
る
家
族

◉
定
員　
15
人　
※
申
し
込
み
順

◉
内
容　
栄
養
管
理

５
月
11
日
㈭
ま
で
に
都
城
コ
ア
学
園

　
　
☎
38‒

４
８
１
１

募
　
集

催
　
し

講
座
・
教
室

18広報 都城 令和５年５月号



INFORMATION
�申は申し込み、�問は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30 ～ 17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

テレビ番組の
案内

◆MRTテレビ(デジタル６ch)
「幸せ上々みやこのじょう」　毎週水曜日
18:55 〜 19：00

園
芸
教
室（
無
料
）

◉
日
時　
５
月
30
日
㈫　
９
時
～
12
時

◉
場
所　
緑
の
相
談
所（
早
水
公
園
内
）

◉
定
員　
10
人　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◉
内
容　
食
べ
ら
れ
る
盆
地
の
山
野
草

◉
準
備
物　
帽
子
や
タ
オ
ル
、
筆
記
具

５
月
17
日
㈬
ま
で
に
道
路
公
園
課

　
　
☎
23‒

２
６
１
３

生
涯
学
習
課
主
催
の
教
室

【
お
手
軽
い
す
ヨ
ガ（
全
６
回
）】

◉
日
時　
６
月
14
日
㈬
・
21
日
㈬
・
28
日

㈬
、
７
月
12
日
㈬
・
19
日
㈬
・
26
日
㈬

10
時
～
11
時

◉
場
所　
祝
吉
地
区
公
民
館

◉
定
員　
10
人　
※
５
人
以
上
で
開
催

◉
費
用　
３
千
円
を
初
回
全
納

◉
準
備
物　
動
き
や
す
い
服
、
シ
ュ
ー
ズ
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

５
月
31
日
㈬
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
☎
23‒

０
９
６
２

弓
道
教
室（
全
10
回
程
度
）

◉
日
時　
６
月
20
日
㈫
～
７
月
25
日
㈫
の

火
・
木
曜
日　
19
時
30
分
～
21
時
30
分

※
初
回
の
み
19
時
～

◉
場
所　
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

弓
道
場

◉
対
象　
中
学
生
以
上

※
経
験
不
問
。
中
学
生
は
保
護
者
同
伴

◉
定
員　
20
人
程
度　
※
要
申
し
込
み

◉
費
用　
５
千
円

◉
そ
の
他　
運
動
に
適
し
た
服
装
で
参
加

し
、
道
場
で
は
白
足
袋
ま
た
は
白
色
の
靴

下
を
着
用

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

県
弓
道
連
盟
都
城
支
部（
別
府
）

☎
・
F��22‒
９
８
９
８

k7001009441@
lib.bbiq.jp

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
養
成
講
座（
無
料
・
全
６
回
）

◉
日
時　
６
月
26
日
㈪
、
７
月
４
日
㈫
・

11
日
㈫
・
24
日
㈪
・
31
日
㈪
、
８
月
８
日

㈫　
10
時
～
16
時

◉
場
所　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

◉
定
員　
30
人

※�

要
申
し
込
み
。
全
講
座
受
講
後
に
援
助

会
員
要
登
録

６
月
19
日
㈪
ま
で
に
都
城
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26‒

３
８
１
０

電
線
近
く
で
の
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚

は
、
大
変
危
険
で
す

感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
近
く
で

の
こ
い
の
ぼ
り
の
掲
揚
は
絶
対
に
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、
こ
い
の
ぼ
り
や
風
船
な
ど
が

電
線
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
九
州
電
力
送

配
電
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

九
州
電
力
送
配
電
㈱
都
城
配
電
事
業
所

　
☎
０
８
０
０‒

７
７
７‒

９
４
４
４

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

リ
サ
イ
ク
ル
収
集
に
協
力
く
だ
さ
い

市
廃
プ
ラ
協
議
会
が
収
集
す
る
ポ
リ

フ
ィ
ル
ム
お
よ
び
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
は
、
収

集
日
時
・
場
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

適
正
処
理
に
協
力
く
だ
さ
い
。

◉
処
理
費
用（
１
㌕
当
た
り
）

・�

ポ
リ
フ
ィ
ル
ム　

27
・
５
円
ま
た
は

31
・
９
円　

※
収
集
場
所
に
よ
り
異
な
る

・
塩
化
ビ
ニ
ー
ル　
11
円

収
集
日
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
確
認
す

る
か
、
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正

処
理
対
策
推
進
協
議
会（
農
産
園
芸
課
内
）

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
産
園
芸
課　
☎
23‒
２
４
２
５

商
品
開
発
事
業
補
助
金

◉
対
象　
市
内
の
中
小
企
業
者
な
ど（
個

人
や
法
人
、
団
体
）

※
農
林
畜
産
業
者
を
除
く

◉
対
象
事
業
・
補
助
率

ソ
フ
ト
事
業（
新
商
品
開
発
や
展
示
会
へ

の
出
展
な
ど
）

２
分
の
１
以
内（
限
度
額
50
万
円
）

ハ
ー
ド
事
業（
直
売
所
や
加
工
施
設
、
加

工
用
機
械
設
備
な
ど
の
新
設
ま
た
は
増
設
）

３
分
の
１
以
内（
限
度
額
３
０
０
万
円
）

◉
申
請
期
限　
５
月
31
日
㈬　
17
時

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
産
業
推
進
局

　
☎
23‒

２
１
９
３

都
城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

書
家
の
紫シ

シ
ュ
ー舟

さ
ん
が
手
が
け
た
都
城
市

Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

申
請
書
や
利
用
の
詳
細
、

手
引
き
な
ど
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

　
　
☎
23‒

２
６
１
５

お
知
ら
せ
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ごみの収集日自動音声案内　☎22-5374

ラジオ番組の
案内

◆MRTラジオ(AM放送936kHz、ワイドFM90.4MHz)
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週月〜金曜日(祝日を除く)　15:30 〜 15:45

令和５年度令和５年度も、も、コロナワクチン接種コロナワクチン接種はは
「無料」「無料」でで継続継続します！します！

■令和５年度における新型コロナワクチン接種のイメージ

◉対象者など
•令和５年春開始の接種は、初回接種を完了した
　①高齢者
　②�５歳以上の基礎疾患を有する者その他重症化
リスクが高いと医師が認める者

　③�医療機関や高齢者施設、障がい者施設などの
従事者

　�を対象に５月８日㈪～８月末に行う
•�令和５年秋開始の接種は、初回接種を完了した
５歳以上全員を対象に９～12月に行う
•�小児オミクロン株対応ワクチンは、令和４年秋
開始接種から使用中。ただし、健常な小児の接
種については、８月末まで接種可能とする
•初回接種は継続

◉接種券の送付　５月８日㈪か
ら約１カ月を目途に年齢の高い
順から発送予定。
※手元にある未使用の接種券も使用可能
◉基礎疾患などの申請　初回接種を完了した人全
員に接種券を送付するため、申請不要。接種時に
基礎疾患が有り、対象であることを申し出。
◉接種場所　医療機関で実施。詳しく
は、市ホームページを確認ください。
◉予約方法　市公式 LINE、市ホーム
ページまたは電話
☎0120‒99‒55‒47（予約専用電話）
※９時～19時（日曜日・祝日除く）
問新型コロナワクチン接種対策室　☎36‒4383

現行の特例臨時接種＝ 特例臨時接種の延長＝自己負担なし 自己負担なし

上記以外の方

令和４年度 令和５年度

12歳以上

5～11歳

6か月
　～4歳

上記以外の方

オミクロン株対応２価ワクチン

オミクロン株対応２価ワクチン

オミクロン株対応２価ワクチン

オミクロン株対応２価ワクチン

3 月 8 日開始 5 月 8 日～ 8 月 9 月以降

令和4年
秋開始接種

初回接種
（1・2回目接種）
追加接種

（3回目接種）

基礎疾患を有する人（5～
11歳）はさらに1回追加
接種が可能

初回接種（1・2回目接種）を
終了した以下の人が対象
• 高齢者（65歳以上）
•基礎疾患を有する人（12～64歳）
• 医療従事者など

令和5年春開始接種

初回接種
（1～3回目接種）

追加接種従来型ワクチン

従来型ワクチン

令和5年秋開始接種

初回接種（1・2
回目接種）を終
了した5歳以上
のすべての人

使用する
ワクチンは

引き続き検討

※3月 8日以降は追加接種にはオミクロン株対応2価ワクチンを用います

20広報 都城 令和５年５月号



INFORMATION
�申は申し込み、�問は問い合わせ

市役所の開庁時間　平日8:30 ～ 17:15
※毎週木曜日　市民課証明窓口は19:00まで開設

子育て支援センター
今月のオススメ行事
※�その他の行事は、子育て支援センター
のホームページでも確認できます

都城市子育て世代活動支援センター（ぷれぴか）
☎36-5858
にこにこタイム（未就学児の親子向け体験イベント）
⃝日時　5/17㈬　11時�～ 11時30分

山之口地域子育て支援センター　☎57-3298
あかちゃんroom
⃝日時　毎週木曜日　10時�～ 11時45分
山田地域子育て支援センター　　☎64-3171
親子ヨガ
⃝日時　5/25㈭　10時30分�～ 11時30分
⃝定員　５組　※申し込み順
東部地域子育て支援センター　エンゼル
☎26-9587
ウルトラマン教室（療育の先生による相談など）
⃝日時　5/10㈬　10時30分�～ 11時30分
⃝定員　８組　※申し込み順
高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ
☎62-0027
フラワーアレンジ
⃝日時　5/26㈮　10時30分�～ 12時
⃝定員　７人　※申し込み順

NPOのイベント情報

シエロコモ！！シニア対象運動トレーニング
＆レクリエーション　※要予約
⃝日時　5/11㈭・25㈭、 6/1㈭　10時�〜11時
⃝場所　ウエルネス交流プラザ
都城スポーツクラブシエロ（堀内）

　☎090-8407-0406
田舎暮らしを愉

たの

しむ講座（あくまき作り）　
※要予約
⃝日時　5/19㈮・20㈯　10時�〜13時
⃝場所　がまこう庵（吉之元町5186）
手仕事舎そうあい（蒲生）　☎37-0002

地域食堂　イロトリドリ　※要予約（テイクアウト可）
⃝日時　5/20㈯　11時�〜13時
⃝場所　NPO法人あした事務所隣（下長飯町669-5）
あした（池﨑）　☎70-0190

地域食堂「おひさま広場」　※要予約
⃝日時　5/21㈰　11時�〜13時
⃝場所　都原児童センター（都原町37-2）
子育てネットおひさまとはらっぱ（岡本）

　☎080-6411-8441

※�詳しくは、市ホームページを確認くだ
さい

ラジオ番組の
案内

◆シティエフエム都城(FM放送76.4MHz)
「インフォメーションM」 　毎週月〜金曜日
9:50 〜 9:55、15:55 〜 16:00(再)

５
月
は
自
動
車
税
種
別
割
・
軽
自
動

車
税
種
別
割
の
納
期
で
す

【
自
動
車
税
種
別
割（
県
税
）】

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日
現
在

で
宮
崎
運
輸
支
局
に
登
録
の
あ
る
自
動
車

の
所
有
者
ま
た
は
、
使
用
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

【
軽
自
動
車
税
種
別
割（
市
税
）】

軽
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日
現

在
で
登
録
の
あ
る
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
、

農
耕
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
な
ど
の
所
有

者
ま
た
は
、
使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
月
割
課
税
は
あ
り
ま
せ
ん

◉
納
税
通
知
書　
５
月
中
旬
ま
で
に
発
送
。

届
か
な
い
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い

◉
納
付
方
法　
納
税
通
知
書
で
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど（
納
税

通
知
書
裏
面
に
記
載
）
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
な

ど
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
も
利
用

で
き
ま
す

◉
納
付
期
限　
５
月
31
日
㈬

◉
そ
の
他　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
所

有
し
て
い
る
人
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動

車
な
ど
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
、
５
月
31
日
㈬
ま
で

に
申
請
す
れ
ば
、
減
免

さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
減
免
は
普
通
自

動
車
と
軽
自
動
車
の

う
ち
１
台
で
す

【
自
動
車
税
種
別
割（
県
税
）】

都
城
県
税
・
総
務
事
務
所

納
付
に
関
す
る
こ
と　
☎
23‒

４
５
１
６

減
免
に
関
す
る
こ
と　
☎
23‒

４
５
１
７

【
軽
自
動
車
税
種
別
割（
市
税
）】

市
民
税
課　
☎
23‒

６
３
７
６

生
理
用
品
の
寄
付
に
協
力
く
だ
さ
い

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
生
理
用
品
を
購

入
で
き
な
い
女
性
や
女
児
の「
生
理
の
貧

困
」
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
不
安

や
悩
み
を
抱
え
る
人
へ
の
支
援
と
し
て
生

理
用
品
の
無
償
配
布
を
行
う
た
め
、
寄
付

を
募
り
ま
す
。

◉
募
集
対
象　
生
理
用
ナ
プ
キ
ン

※
未
開
封
パ
ッ
ク
に
限
る

◉
寄
付
方
法　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
北
別
館
２
階
）
に
持
参
ま
た
は
、

福
祉
課（
市
役
所
本
館
１
階
）
前
に
設
置

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
寄
付

※�

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
連

絡
く
だ
さ
い

※�

現
金
に
よ
る
寄
付
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん

地
域
振
興
課　
☎
23‒

２
１
２
１

　
福
祉
課　
☎
23‒

０
９
６
３

お
知
ら
せ

※ 地域食堂：食を通した子どもや高齢者の居場所
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�申は申し込み、�問は問い合わせ
INFORMATION

■自治公民館に加入しましょう

休日急病診療機関
◦診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
◎みやざき医療ナビも利用ください

月日 医療機関名 電話番号

5/7
㈰

沖水こどもクリニック 27-5656
ベテスダクリニック（内） 22-1700
佐々木医院（内） 62-1103
福島外科胃腸科整形外科医院 38-1633
石井皮膚科医院 23-4588
たき心療内科クリニック（心
内・精・神内） 46-9191

片平歯科医院 25-9300

5/14
㈰

柳田病院（小・内） 22-4862
松山医院（内・呼・ﾘｳ） 24-1046
坂田医院（内・消・胃） 51-2003
仮屋外科胃腸科医院（外・胃・
内・肛） 25-7712

ならはら皮膚科医院 22-1455
ふたみ眼科 38-5532
よしお歯科医院 36-7802

5/21
㈰

早水公園クリニック（内・小・
外・消・ｱﾚ） 36-6117

柏村内科 22-2616
いづみ内科医院 22-7111
もりやま脳神経外科 21-6888
なかむら整形外科クリニック 36-5333
北原医院（産・婦） 22-4133
五反田歯科医院 24-8833

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-5555、歯
科医師会は☎25-4100）で確認ください
●休日当番薬局

5/7㈰ 沖水、トロン、都北町、古川
わかば

5/14㈰ 東町、ふれあい川東、ひかり
しびた、ひまわり、都北町

5/21㈰ はやみず、日研、サン久保原
アンジュ

みやざき医療ナビ

市
歌
Ｃ
Ｄ
の
無
料
配
布

市
歌「
希
望
に
み
ち
て
」
の
Ｃ
Ｄ
を
秘

書
広
報
課
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
枚

数
が
多
い
場
合
は
、
事
前
に
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
音
源
や
市
歌
の

楽
譜
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

取
得
で
き
ま
す
。

秘
書
広
報
課　
☎
23‒

３
１
７
４

国
民
年
金
保
険
料
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
で
納
付
で
き
ま
す

従
来
の
納
付
方
法（
現
金
、
口
座
振
替
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、Pay-easy

な
ど
）

に
加
え
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を

使
用
し
た
電
子
決
済
で
の
納
付
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い
。

保
険
年
金
課　
☎
23‒

２
６
２
９

都
城
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
ス
マ
イ
ル
商

品
券（
第
４
弾
）を
販
売
し
ま
す

地
域
経
済
活
動
の
回
復
を
図
る
た
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
ス
マ
イ
ル
商
品
券（
第
４

弾
）を
販
売
し
ま
す
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
へ
】

７
月
上
旬
に
対
象
世
帯
へ
購
入
申
込
書

を
送
付
予
定
で
す
。

【
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
】

商
品
券
の
取
扱
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま

す
。希
望
す
る
事
業
者
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
す
る
か
、
店
舗
が

所
在
す
る
各
商
工
会
や
商
工

会
議
所
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

・
都
城
商
工
会
議
所　
☎
23‒

０
０
０
１

・
荘
内
商
工
会　
☎
37‒

０
０
２
４

・
中
郷
商
工
会　
☎
39‒

０
３
３
４

・
山
之
口
町
商
工
会　
☎
57‒

２
０
１
６

・
高
城
町
商
工
会　
☎
58‒

２
０
２
０

・
山
田
町
商
工
会　
☎
64‒

２
０
５
７

・
高
崎
町
商
工
会　
☎
62‒

３
１
３
１

商
工
政
策
課　
☎
23‒

２
９
８
３

６
月
か
ら「
が
ん
検
診
」が
始
ま
り
ま
す

◉
予
約
が
必
要
な
検
診

胃
が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん

◉
予
約
方
法

【
巡
回
検
診
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
は
５
月
19
日
㈮
、

電
話
と
窓
口
で
の
予
約
は
５
月
26
日
㈮
か

ら
開
始
し
ま
す
。

【
個
別
検
診（
医
療
機
関
）】

市
の
検
診
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関

か
ら
選
択
し
、
直
接
医
療
機
関
へ
予
約
く

だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
５
月
15

日
㈪
発
行
予
定
の「
令
和

５
年
度
検（
健
）
診
ガ
イ

ド
」を
確
認
く
だ
さ
い

健
康
課　
☎
23‒

２
７
６
５

お
知
ら
せ

農
林
水
産
省
が
３
月
17
日
付
け

で
、
令
和
３
年
市
町
村
別
農
業
産
出

額（
推
計
）
を
公
表
。
本
市
は
約
９

０
２
億
円（
前
年
比
約
37
億
円
増
）

で
、
３
年
連
続
日
本
一
と
な
り
ま
し

た
。
品
目
別
で
は
、
豚
約
２
８
２
億

円
、
肉
用
牛
約
２
１
５
億
円
、
鶏
約

２
２
０
億
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

池
田
市
長
は「
生
産
者
を
は
じ
め

農
林
畜
産
業
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
の

た
ま
も
の
で
あ
り
、
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
る
」と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

市
町
村
別
農
業
産
出
額（
推
計
）

３
年
連
続
日
本
一

22広報 都城 令和５年５月号



▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

※�応募者の個人情報は、当選者発表と商品発送、質問
などの回答以外には利用しません

ご協力ありがとうございました。

3月号に寄せられた皆さん
からのご意見を、今後の広
報紙に生かしていきます。

安全・安心
情情報報

◉ あなたの年代は？（○をつけてください）

10代　・　20~30代　・　40~50代　・　60代以上

◉ ５月号で特に興味を持ったページのタイトル

◉ ５月号を読んでのわたしの一言

◉ 今後、取り扱ってほしい記事

国際交流員国際交流員のの
ひとりごとひとりごと

河
か

　連
れんえい

英さん
（中国）

◎問い合わせ　
　総務課　☎23-7183

Vol. 01

Safety and security

information

読者のお便り

M
iy

ak
on

ojo
 Public Relations　

　
　

　
　

　

　  2023.3

Readers
Voice

都城市の皆さん、はじめまして！
　4月に着任した、国際交流員の河連英です。このたび、
大学時代を過ごした日本で再び生活できることをとても
うれしく思います。また、来日直前まで住んでいた重

じゅう
慶
けい

市の友好都市である都城市とのすてきなご縁に、感謝
の気持ちでいっぱいです。
　私の趣味は片付けと料理で、最近は新たに剣道を始
めました。都城でもぜひ続けていきたいと思っています。�
　また、国際交流員としては、中国や重慶市の文化や生
活を皆さんにたくさん紹介していきたいと思います。そし
て、都城市の魅力を中国に発信し続けることで、相互理
解の促進や相互往来のきっかけになるよう、精いっぱい
頑張ります。皆さん、これからよろしくお願いいたします。

◎問い合わせ　国際化推進室　☎23-2295

　　令和６年度の都城志布志道路の宮崎県区間開
通に伴い、都城インター工業団地桜木地区の進出
企業も決まったということで、これからのまちの発
展が楽しみです。� （LINE投稿　さつきさん）

　　本市出身の巣立恭平さんが18歳で上京し、悪
戦苦闘しながらも頑張って活躍されていること
に励まされ、親元を離れて頑張る息子にも記事
を送りました。� （姫城町　ちょいちょいさん）

　表紙の長友選手に魅了されて、広報紙を手に
取りました。みやこんじょ大使を務めているこ
とも初めて知りました。

（温泉大スキ男さん）

自転車を安全に利用していますか？
毎年５月は「自転車マナーアップ強化月間」で
す。この機会に、自転車の交通ルールやマナーに
ついて、改めて考えてみませんか。
令和５年４月から、道路交通法の一部改正によ
り、自転車を利用する全ての人にヘルメット着用
が努力義務化されました。また、自転車保険の加
入は、令和３年４月から宮崎県の条例で義務化さ
れています。
自転車は「車のなかま」です。被害者にも加害
者にもならないよう、交通ルールとマナーを守っ
て安全に利用しましょう。

　都城高校出身の山本由伸選手がWBC日本代表
として優勝に貢献していて、夢のような気分に
なりました。

（太郎坊町　S・Kさん）

【自転車安全５原則】
①車道が原則、左側を通行　②交差点では
信号と一時停止を守る　③夜間はライトを点
灯　④飲酒運転は禁止　⑤ヘルメットを着用
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8 8 5    

都城市役所 秘書広報課 行
（広報 都城  No.209  2023年５月号）

氏　名

住　所

電話番号 （ 　　　　   ）　　　　ー

ペンネームまたはイニシャル

フ リ ガ ナ

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

▶
点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

8  5  5  563円切手を
お貼りください

とみたのたまごバウムクーヘン（プレーン） ５人
商品提供事業者

ユウヒテラス（太郎坊町1858-1） ☎77-1222
養鶏業を営む店主が、農場で規格外となるもおいし

さの変わらない有精卵を活用して作るバウムクーヘン
をプレゼント。無添加で、新鮮な卵本来の味わいを楽し
める一品です。箱入りなので、贈り物にもお薦めです。

プレゼントの応募方法

◎ 応募締め切り　５月31日㈬　当日消印有効
◎ 当選者発表　本紙７月号
◎３月号当選者　四元京子さん　ほか14名
◎３月号応募総数　231通

はがきに住所、氏名、電話番号と、５月号を読んだ
感想などを書いて〒885-8555まで。

応募者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

※�市公式LINEとお友だちの人は、プレゼントボタンから応
募できます

読 者 プ レ ゼ ン ト今月の

※�

先
月
号
に
引
き
続
き
、
企
画
室
Ｐ
Ｒ
課

の
飛あ

す
か
い
こ
う
や

鳥
井
滉
也
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
紹
介
し
ま
す

飛
鳥
井
さ
ん
は
宮
崎
市
出
身
で
、
理
系

の
大
学
院
卒
業
後
、
地
元
宮
崎
の
発
展
に

寄
与
し
た
い
と
３
年
前
に
入
社
。
昨
年
か

ら
今
年
に
か
け
て
、
工
場
お
よ
び
事
務
所

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
２
０
３
０
年
ま
で
に

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
の
施
策
を
ま
と
め

た「
霧
島
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
３
０
」

の
Ｐ
Ｒ
担
当
を
務
め
ま
し
た
。「
Ｐ
Ｒ
に

当
た
り
、
ど
う
す
れ
ば
メ
デ
ィ
ア
に
伝
わ

る
か
と
苦
慮
し
た
が
、
分
か
り
や
す
い
情

報
発
信
に
努
め
た
結
果
、『
本
気
で
環
境

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
ん
だ
ね
』
と
う

れ
し
い
言
葉
を
い
た
だ
け
た
」
と
自
ら
の

業
務
の
達
成
感
と
と
も
に
、「
自
社
の
環

境
へ
の
取
り
組
み
を
誇
ら
し
く
思
う
」
と

目
を
細
め
な
が
ら
話
し
ま
す
。

現
在
、
６
１
０
人
の
従
業
員
を
擁
し
、

社
員
の
平
均
年
齢
は
33
歳
と
若
い
社
員
も

多
く
在
籍
す
る
同
社
。「
企
業
の
モ
ッ
ト
ー

の
一
つ
で
あ
る“
夢
が
な
く
て
は
始
ま
ら

な
い
”
の
と
お
り
、
若
い
社
員
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
後
押
し
し
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制

や
社
風
が
あ
る
。
業
務
の
難
易
度
は
高
い

が
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
。
自
社
の
発

展
を
通
じ
て
、
宮
崎
全
体
の
活
性
化
に
も

貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

力企業の

都城をけん引する企業を紹介

Vol.32

霧島酒造株式会社 
～其の弐～
☎22-2324「霧島環境アクション2030」メディア

発表会の様子

Corporate
Power



寛文10年日帳

都城
市立美術館vol.61

松下和子（1927~2020）は、京城（現在のソウル）に生
まれました。京城女子師範本科を卒業後、終戦により鹿
児島に引き揚げ、美術教員として本市内の小・中学校や高
校、養護学校で教壇に立ちました。学生時代すでに朝鮮
美術展で入選を果たしていた松下は、本市出身の洋画家で
ある山田新一にも師事。京城第二高等女学校で山田の妻
キミに美術を学んだことがきっかけでした。
盆地の初夏の朝に満ちる、すがすがしい空気を捉えた本
作。鮮やかな緑が印象的な田畑の向こうに、朝靄

もや

に包まれた
青い稜

りょうせん

線が浮かび上がります。身近にある美しい風景をみ
ずみずしく描き上げる、松下の豊かな感性が光ります。
※�本作は、5月23日㈫から開催の「光と大気－絵画を彩る
かすかな力」で展示予定

◎問い合わせ　市立美術館　☎25-1447

鎌倉時代に親
しんらん
鸞が開いた浄土真宗（一向宗）は、15

世紀に南九州に伝わり、民衆にも広く受け入れら
れていました。しかし、慶長２（1597）年２月21日、
島津氏17代当主の島津義弘がその信仰を禁じます。
諸説ありますが、当時一向宗信者による領主への反
乱が全国的に多発していたことによるものと考えら
れています。取り締まりは厳しく、武士身分の剥奪
や流刑などの罰が科せられたものの、信者は山の中
や洞窟、船の上などでひそかに法座を開き、念仏を
唱えました。この信仰は「かくれ念仏」と呼ばれます。
「田辺かくれ念仏洞」は16畳ほどの広さがあり、
市内に残る念仏洞の中で最も大きく、約40人を収
容できたとされます。現在、洞窟内部に立ち入るこ
とはできませんが、正面までの遊歩道が整備されて
います。

「都城領主の江戸滞在」
江戸時代、将軍のお膝元である江戸に権力を集中
させるため、諸大名は一年おきに江戸へ滞在するこ
とを幕府から義務付けられていました。
都城領主もまた、江戸に滞在することがありまし
た。藩主島津光久の三男島津忠長は、寛文３（1663）
年正月に17代都城領主に就任。忠長は３度、光久
に従って江戸に赴きました。３度目は長期滞在で、
同10年５月28日に将軍徳川家綱に拝謁しています。
３度目の江戸滞在日記である寛文10年11月の日
帳によると、忠長は江戸滞在中に体調を崩したよう
です。11月２日には家臣に危篤となったことが知
らされ、同月12日午後４時過ぎに亡くなりました。
午後６時過ぎ、都城へ知らせるため家臣の上原甚左
衛門が江戸を出発、そして午前２時に忠長は江戸の
大円寺で火葬されました。
本日帳は、このような江戸滞在中の領主忠長と家
臣たちの細かな動向を知ることができる貴重な史料
です。

「初夏の朝」
松下　和子作　（1984年）

田辺かくれ念仏洞　（高城町有水）

歴史探訪 ! 都
城
島
津

◎問い合わせ　文化財課　☎23‒９５４７ ◎問い合わせ　都城島津邸　☎23‒2116

Miyakonojo City Museum of Art 

|  H i s t o r y  e x p l o r a t i o n  |

Miyakonojo City Public Relations   2023.525



◎問い合わせ
市立図書館� ☎︎22-0239
高城図書館� ☎︎58-4224

観光地や遊び場、イベント、グルメスポットなど、市
内で楽しめる場所・モノ・コトを紹介！

◎問い合わせ
　都城観光協会　☎23-2460

 L e
t ʼ ｓ

 m
iyakon Joy L

e
tʼ
ｓ

 m
i y

a k o n  J o y

Let’ｓ

Miyakon
Joy

みやこんじ
ょい

新 刊 紹 介

おすすめ図書

【市 立 図 書 館】 ●休 館 日／なし
 ●開館時間／ 9：00 ～ 21：00

【高 城 図 書 館】 ●休 館 日／ ５月２日・３日・４日・９日・16日・
21日・23日・30日

 ●開館時間／ 9：30 ～ 18：00

母
智
丘
公
園
で
気
分
リ
フ
レッ
シ
ュ
♪

「
日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」に
選
ば

れ
て
い
る
母
智
丘
公
園
。
公
園
周
辺
に
は

数
多
く
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
の
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
高
台
に
位
置
す
る
公

園
一
帯
で
は
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
美
し

い
景
色
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
、
母
智
丘
神
社
境
内
の
横
に
あ
る

展
望
台
か
ら
は
、
都
城
盆
地
を
一
望
で
き
、

四
季
折
々
の
絶
景
を
楽
し
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
母
智
丘
公
園
を
奥
に
進
ん

だ
と
こ
ろ
に
あ
る「
く
ま
そ
広
場
」
か
ら

は
、
霧
島
連
山
や
近
く
の
関
之
尾
滝
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
広
場
に
は
、

「
ヴ
ュ
ー
手
フ
ル
展
望
台
」
が
あ
り
ま
す
。

名
前
の
由
来
は
、

女
流
棋
士
の
清

水
市
代
さ
ん
が

大
事
な
防
衛
戦

の
最
中
に
広
場

に
立
ち
寄
っ
た

際
、
展
望
台
か
ら
見
え
る
景
色
の
美
し
さ

に
瞬
く
間
に
好
手
や
妙
手
が
出
て
き
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
新
緑
の
季
節
。
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
り
な
が
ら
、
ぜ
ひ
森
林
浴
を

楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

母智丘公園で幸せ上々

まちなかまちなか de de わくわくわくわく

生成と消滅の精神史
下西風

かぜ

澄
と

(著)、文藝春秋(出版)

　若き哲学者による、人類と心をめぐ
る３千年の旅。歴史の中で「心」はいか
に作られてきたのか、西洋哲学、認知科
学、文学から多角的に思索した１冊。

ぼくはウーバーで捻挫し、
山でシカと闘い、水俣で泣いた
斎藤幸平(著)、KADOKAWA(出版)

　経済思想家・斎藤幸平が日本各地に出向
き、データや統計で見えない「現場」を取材
したエッセイ。「明るい所から暗い所は見え
ないけど、暗い所から明るい所は見える」。

おはなし会においでよ！
　図書館スタッフやボランティアによ
る「おはなし会」を定期的に開催。子ど
もたちに絵本の楽しさを伝えています。
■日時　
【市立図書館　こどものにわ】

イベント名 日時 対象
おはなし
まるまる

５/６ ㈯　14:30~15:00
５/20 ㈯　10:00~11:30
５/27 ㈯　10:00~11:30 幼児 ~ 小学校

低学年向け本とおは
なしの会 ５/13 ㈯　14:30~15:00

ノンタン文庫 ５/19 ㈮　10:30~11:30 未就学の親子
向けそらまめ ５/25 ㈭　11:00~11:30

【高城図書館　絵本コーナー】
イベント名 日時 対象
おはなし
トントン

５/13 ㈯　10:30~11:00 幼児 ~ 小学校
低学年向け５/27 ㈯　10:30~11:00

◉問い合わせ　市立図書館　☎22-0239
　　　　　　　高城図書館　☎58-4224

母智丘神社からの展望
くまそ広場展望所
からの展望

くまそ広場展望所
(ヴュー手フル展望台)
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都 城 市 現 住 人 口
令和５年４月１日現在 前 月 比 前 年 比
世 帯 数 71,706世帯 （−54） （525）
人口総数 157,554人 （−780）（−851）
男 性 73,974人 （−498）（−396）
女 性 83,580人 （−282）（−455）

※令和２年国勢調査に基づく推計人口

スマートフォンか
らも統計情報を
確認できます。

４月に市役所にも55人の新規採用職員が入庁しまし
た。中には息子の同級生もちらほら。幼少期の面影をうっ
すらと残しながらも、22歳となった彼、彼女らの凛

り
々
り
し

い姿は感慨深いものがありました。翻って、我が子は卒
業まで残り２年。単位を落とさず、無事に卒業の日を迎
えてくれることを祈るばかりです。　� （博）

４月から広報担当になりました。初めての編集作業で
感じたのは、広報紙には担当者の熱い思いやこだわりが
ぎゅっと詰め込まれているということ。慣れない仕事で
覚えることも多いですが、同時にできることが増えてい
く楽しさもあります。まずは、一眼レフカメラの操作を
一日でも早く覚えられるように頑張ります。� （奈）

コロナ禍で数年間中止となっていた催しなどが続々と
開催されるようになりました。以前、毎年ゴールデン
ウィークの時期に楽しみにしていたのが、某県で開催さ
れる陶器市。料理は不得手な私ですが、作家さんたち
の器に囲まれるとついつい胸が躍ります。今年は、食卓
に並ぶ新しい仲間を迎えられそうです。� （つ）

編集後記

⑬

市役所は、市民の幸福や市の発展を実現するため
に市民サービスを提供する「サービス業」です。市
民サービスを提供するに当たって、市役所に来る全
ての人の満足を得ることは、非常に難しいことです。
なぜなら、市役所には手続きや相談のためにやむ
なく来る人がほとんどであり、明るい気持ちを持っ
た人ばかりではないからです。
そのような人に気持ち良く帰ってもらうためには、
市民目線を貫き、市民に寄り添った最良のサービス
を提供することが必要です。
市民の喜びが私たちの喜びであると考えながら仕
事に取り組む必要があります。

市民目線を貫く

◎問い合わせ　フィロソフィ推進課　☎23-7163

第1章 一人ひとりが都城市役所

第2部　素晴らしい都城市とするために

届けたい都城の風景

「一堂ヶ丘公園」　（山田町山田）

「母智丘公園」　（横市町）

人をしあわせにできる
和菓子職人になりたい

私の夢
東
ひがし

　珠
じゅ

里
り

さん　明道小６年

Miyakonojo City Public Relations   2023.527
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